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5三味線グランプリ初代王者



三
味
線
グ
ラ
ン
プ
リ
初
代
王
者

菅
野
孝
山
流

菅
野
優
斗
さ
ん

若
き
伝
道
者
の
挑
戦

津
軽
三
味
線
を
世
界
へ

伝
統
芸
能
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
可
能
性
を
追
い
求
め

攻
め
る
姿
勢
。
町
中
央
１
区
在
住
の
若
き
津
軽
三
味
線
奏
者
、
菅

野
優
斗
さ
ん（

歳
）が
、
そ
の
人
で
す
。

17

菅
野
さ
ん
は
平
成

年

月
に
開
か
れ
た
第

回
郷
土
民
謡
民

24

10

52

舞
大
会「
三
味
線
グ
ラ
ン
プ
リ
」の
初
代
優
勝
者
。
音
楽
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
憧
れ
で
あ
り
聖
地「
日
本
武
道
館
」で
輝
き
を
放
ち
ま
し
た
。

菅
野
さ
ん
が
津
軽
三
味
線
を
弾
き
始
め
た
の
は
小
学
５
年
生
の

と
き
。
家
元
、
祖
父
の
菅
野
孝
山
さ
ん
の
も
と
で
学
び
、
祖
父
の

背
中
を
、
父
の
背
中
を
追
い
続
け
、
今
で
は
全
国
区
若
手
実
力
派

と
し
て
注
目
を
集
め
る
ま
で
に
成
長
し
た
逸
材
で
す
。

３
月

日
、
花
月
会
館（
旭
川
市
）。
師
匠
で
あ
り
祖
父
で
も
あ

30

る
初
代
菅
野
孝
山
さ
ん
の
日
本
郷
土
民
謡
協
会
技
能
賞
受
賞
と
、
自

身
の
三
味
線
グ
ラ
ン
プ
リ
大
賞
受
賞
を
祝
い
開
催
さ
れ
た
祝
賀
会
。

「
伝
統
を
守
り
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
津
軽
三
味
線
の
魅
力
と
可
能
性
を
広
げ
た
い
で
す
」。
そ
う
語
り
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
菅
野
さ
ん
。
西
ア
フ
リ
カ
に

伝
わ
る
太
鼓「
ジ
ャ
ン
ベ
」奏
者
と
の
共
演
で
は
、
伝
統
を
重
ん
じ

る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
攻
め
の
姿
勢
で
、
会
場
内
の
空
気
を
も
支

配
す
る
か
の
ご
と
く
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

「
人
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
三
味
線
弾
き
に
な
り
、
世
界
中

に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
」。

威
風
堂
々
と
異
彩
の
輝
き
を
放
つ
、
若
き
津
軽
三
味
線
の
伝
道
者
。

菅
野
優
斗
さ
ん
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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平
成

年
度
当
麻
町
交
通
安
全
結
団

２５

式
が
４
月
８
日
、
町
福
祉
会
館
大
講
堂

で
開
か
れ
、
交
通
安
全
指
導
員
会
、
交

通
安
全
母
の
会
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら
約

人
が
出
席
。

５０

事
故
防
止
の
啓
発
活
動
へ
向
け
、
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

菊
川
健
一
町
長
は「
悲
し
い
交
通
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
、
各
団
体
と
連
携
し

て
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
。
３
団
体
を
代
表
し
て
交
通
安
全
指

導
員
会
の
宮
崎
義
夫
会
長
は「
北
海
道
交

通
安
全
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
”ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故
“
の
と
お
り
、
事

故
の
な
い
町
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
述
べ
ま
し
た
。

交通事故
ゼロ目指す

高
齢
者
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る
当

麻
町
高
齢
者
学
級
イ
チ
イ
学
園
。
入
園

式
が
４
月

日
、
当
麻
町
農
村
環
境
改

１７

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
学
園
は
５
年
生
ま
で
の

人
の
生

５８

徒
が
在
籍
。
毎
月
１
回
の
学
習
の
ほ
か

遠
足
、
施
設
見
学
、
学
園
祭
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

式
で
は
新
入
生

人
が
緊
張
し
た
面

１７

持
ち
で
入
場
。
糠
谷
仁
一
教
育
長
は
、

ラ
ジ
オ
番
組
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
で

活
躍
す
る
永
六
輔
さ
ん
の
話
を
も
と
に

「
何
歳
に
な
っ
て
も
夢
を
も
っ
て
そ
の
実

現
に
進
む
の
が
人
生
。
学
園
生
活
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
今
日
は
、
新

た
な
夢
の
実
現
に
向
か
う
始
ま
り
の
日
。

助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
学
園
生
活
を

全
う
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

新たな人生の
スタート

当麻町高齢者学級
イチイ学園入園式

当麻町交通安全
結団式

交
通
安
全「
旗
の
波
」運
動
が
４
月

日
、

１１

当
麻
オ
ー
ト
オ
ア
シ
ス（
町
６
西
４
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
旭
川
東

警
察
署
と
上
川
総
合
振
興
局
が
合
同
で

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
麻
町
交

通
安
全
指
導
員
も
参
加
。
交
通
安
全
の

旗
を
手
に
、
自
動
車
の
運
転
手
に
安
全

運
転
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
当
麻
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場（
町
中
央
６
）で
利
用
者
に

夜
光
反
射
材
な
ど
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
配
布
。
配
ら
れ
た
人
か
ら
は「
夜
歩

く
と
き
に
か
ば
ん
や
衣
服
に
つ
け
て
活

用
し
ま
す
」な
ど
と
好
評
で
し
た
。

交通事故
未然に防ぐ

交通安全「旗の波」運動

登
下
校
時
の
交
通
安
全
に
対
す
る
知

識
を
深
め
る
と
と
も
に
自
転
車
に
よ
る

事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
４
月

日
、

２５

宇
園
別
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
北
海
道
ク
ミ
ア
イ
自
動
車

学
校
の
協
力
で
、
実
際
に
バ
ス
や
自
動

車
を
使
っ
た
教
室
を
実
施
。
全
校
児
童

人
が
大
型
車
の
死
角
や
内
輪
差
に
よ

１９る
危
険
な
箇
所
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
同
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
自
動
車
を
使
用
し
た

形
式
で
行
う
の
は
初
め
て
。
児
童
は
、

普
段
便
利
に
使
っ
て
い
る
自
動
車
の
恐

さ
と
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

自動車の
恐さを学ぶ

宇園別小学校
交通安全教室
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こ
ど
も
の
日
を
前
に
４
月

日
、
宇

１８

園
別
小
学
校
で
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り

が
大
空
に
舞
う
と
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、
各
家
庭

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
て

お
り
、
こ
の
日
は
全
校
児
童

人
が
校

１９

舎
前
に
色
と
り
ど
り
の

旒
を
あ
げ
ま

り
ゅ
う

１５

し
た
。

菊
地
俊
治
校
長
は「
最
近
で
は
鯉
の
ぼ

り
を
あ
げ
る
家
庭
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
貴
重
な
経
験
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
と
う

ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」（
岡
本
大
志
理
事

長
）
は
４
月

日
、
当
麻
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

２０

ン
タ
ー
で
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
親
子
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
未
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
今
年
３
月
６
日
に
発
足
。
地
域
に
根

ざ
し
た
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
、
運
動
に
お
け
る
一
連
の
過
程

を
円
滑
に
、
正
確
に
行
う
能
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
。

小
学
校
の
体
育
授
業
で
も
取
り
入
れ
ら

れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
コ
オ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会

の
講
師
指
導
の
も
と
、
町
内
の
親
子
１００

人
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
。

く
の
字
・
Ｓ
の
字
運
動
と
い
っ
た
体

幹
を
鍛
え
る
た
め
の
運
動
や
、
ボ
ー
ル

の
落
ち
る
場
所
を
予
測
し
距
離
感
を
正

確
に
と
ら
え
体
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
挑
戦
。
普
段
と
は
違
う
運
動
に
参

加
者
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大空に舞う
色とりどりの
姿に歓声

体幹を鍛える
トレーニング

コオーディネーション
トレーニング体験会

宇園別小前に
鯉のぼりが登場

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
に
合

わ
せ
、
宇
園
別
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー

人
が
４
月

日
、
街
頭
で
毎

１１

２１

年
恒
例
の
火
災
予
防
を
元
気
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
徒
歩
で
市
街
地
を
巡
り
、

ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
客
や
、
老
人
福
祉

施
設
の
入
所
者
に
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
な

ど
を
手
渡
し「
火
の
取
り
扱
い
に
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署

当
麻
支
署
前
の
道
道
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
消

防
車
に
乗
車
し
町
内
を
巡
回
。
マ
イ
ク

を
手
に
ス
ピ
ー
カ
を
通
し
て
防
火
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

火災予防
元気にＰＲ

宇園別少年消防クラブ
商店街などで啓発
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平成２５年度各会計予算の７会計予算総額は７８億９,６４５万３千円で、対前年度比１４.３％、９億８,５７８万

９千円の増となっています。

一般会計の予算規模は、５４億４,１００万円で対前年度比２４.１％、１０億５,８００万円の増となっています。

特別会計の国民健康保険（事業勘定）会計では２.９％の減、国民健康保険（医科診療施設勘定）会計では２０.５％

の増、後期高齢者医療特別会計では２.６％の増、介護保険特別会計では４.８％の増、公共下水道事業特別会計

では３９.６％の減、水道事業会計の収益的支出では６.３％の減、資本的支出では５.５％の減となっています。

平成２５年度当麻町予算をお知らせします

△＝マイナス

告報

比 較前年度予算本年度予算会 計 名

円１０億５,８００万円４３億８,３００万円５４億４,１００万一 般 会 計

円△２,９００万円１０億１,０００万円９億８,１００万国民健康保険（事 業 勘 定）
特

別

会

計

円１,８８０万円９,１８０万円１億１,０６０万国民健康保険（医科診療施設勘定）

円２５０万円９,６００万円９,８５０万後 期 高 齢 者 医 療

円４,２２０万円８億７,１８０万円９億１,４００万介 護 保 険

円△９,３５０万円２億３,６１０万円１億４,２６０万公 共 下 水 道 事 業

円△５,９００万円２３億 ５７０万円２２億４,６７０万小 計

2千円△ ７３６万４千円１億１,６３０万２千円１億 ８９４万収 益 的 支 出会

計

水
道
事
業

９千円△ ５８４万円１億 ５６６万1千円９,９８１万資 本 的 支 出

１千円△１,３２１万４千円２億２,１９６万３千円２億 ８７５万小 計

９千円９億８,５７８万４千円６９億１,０６６万３千円７８億９,６４５万合 計

歳出総額 ５４億４,１００万円 歳入総額 ５４億４,１００万円

■教 育 費 小中学校および幼稚園管理、社会教育、体育活動、学校給食に関するもの

■総 務 費 職員給与や庁舎管理など全体的な管理・財産推持、交通安全、広報、地域振興など

■民 生 費 社会福祉、障がい者福祉、児童福祉、高齢者福祉などに関するもの

■土 木 費 道路橋
きょう

梁の維持・新設改良、河川維持、公営住宅、公園の管理など
りょう

■公 債 費 町の借金の返済に関するもの

■農 林 業 費 農林業、農業委員会に関するもの

■衛 生 費 保健衛生、環境衛生、墓地管理、ごみ処理などに関するもの

■消 防 費 消防活動に関するもの

■商 工 費 商工業、観光などに関するもの

■議 会 費 議員報酬や議会活動に関するもの

■そ の 他 予備費など

◎町財政に関するお問い合わせは総務企画課財政係（緯８４－２１１１内線２１６・２１７）
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平成２５年度に実施する主な新規事業

■子育て支援

・感染症予防（予防接種）助成金の拡大 １７,５４３,０００円
（インフルエンザワクチン予防接種を中学生まで無料化）

（拡大分 １,９５０,０００円）

・中学生修学旅行の経費全額助成 ３,２１３,０００円

・保障福祉センターすこやかホール幼児用遊具設置（一式）
５,０００,０００円

・フィールドアスレチック幼児用遊具の設置（一式）
６,１３２,０００円

■健康づくり・福祉の充実

・高齢者の買い物支援
（７５歳以上の世帯で自動車を持たない方に、ワゴン車
で商店街へ送迎サービスを実施） ２,０２０,０００円

■農業の振興

・もみ殻貯蔵タンクの導入支援（１０台） ３,０００,０００円

・食料供給基盤強化特別対策事業
（当麻東地区：継続 ６,０４４,０００円、当麻西地区：新規
４,５００,０００円） １０,５４４,０００円

・輪菊生産者への補助
（シェード・電照設備へ対する補助。補助率：町１/６、
農協１/６） ２,５００,０００円

・当麻農業の未来創造への支援
（（仮称）これからの当麻農業を考える会へ調査費を補助）

１,０００,０００円

■林業の振興

・製材加工機械導入への補助 ８３,６００,０００円

■商工業の振興

・商工業後継者の育成支援（就学補助 １人）２４０,０００円

・商工業新規開業者の支援
（貸店舗家賃補助：限度額５０,０００円、店舗新築木材補助：
限度額等３０坪） １,６８０,０００円

■観光の振興

・とうまスポーツランド整備事業
（総合グラウンドＡ・Ｂ整備、オムニテニスコート改修、
折りたたみバックネット購入） ５２,４４４,０００円

・鍾乳洞休憩施設整備 ３７,６０７,０００円

■教育環境の整備

・当麻中学校の整備（駐車場整備、グラウンド暗渠ほか）
１２,９２８,０００円

・学校図書館臨時職員の配置（１人） １,２４３,０００円

・小・中学校コンピュータ機器の整備 ２１,４９８,０００円

・公民館の整備 ８２７,４２７,０００円

・東公民分館の改修（屋根・外壁の塗装補修）
１２,２９４,０００円

・幼稚園の改修（屋根塗装、電気暖房設備改修）
１６,４３０,０００円

■省エネルギー対策

・住宅用太陽光発電システム設置への補助（３棟）
３００,０００円

・家庭用ＬＥＤ電球購入費の補助
（購入費用の１/２ 上限５,０００円） ４,５５０,０００円

■快適な生活環境の創出

・公営住宅の整備（ニュータウン団地Ⅲ工区）
（２棟８戸、集会所１００㎡、児童遊園６７２㎡）

１４８,６０７,０００円

・ニュータウン公園の整備（整備面積：４,０６９㎡）
１２,２５０,０００円

・フラワーガーデンの整備（フィールドアスレチッ
ク横） １０,０００,０００円

・町産材活用の促進
（住宅新築者で町産材を使用した場合、上限
２,５００,０００円を補助 １５棟） ２４,３００,０００円

・１１条道路配水管新設 ９,５００,０００円

・つつじ団地配水管新設（南７号道路） ３,５００,０００円

・下水道管渠長寿命化 ５,０００,０００円

・南７号道路外改良舗装 １９,０００,０００円

・東１８条道路の２線改良舗装 ５,２００,０００円

・１条道路改良舗装 １０,０００,０００円

・５条道路の１線改良舗装 ５０,０００,０００円

・１条道路交通安全施設整備 １１４,０００,０００円

■消防・救急体制の充実

・消防救急無線デジタル化 実施設計
（事業実施は平成２６年度） １,３２２,０００円

・第６分団庁舎改築（緑郷地区） ３２,０８２,０００円
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info.

町立図書館
５月の特集

５月 「風の赴くままに 旅特集」

※次回は「作家追悼」特集です。

■当麻町立図書館（緯８４－２５６６） ■休館日 毎週月曜日／年末年始／祝祭日（１１/３除く）／特別整理期間

■開館時間 ９時３０分～１７時１５分（木曜日は１１時～１９時） ■ホームページhttp://db.net-bibai.co.jp/tohma/

旅のお供にこんな本！
ポカポカと暖かい陽気に誘われて、なんとなく外に出たくなるこの時期。お

すすめしたいのは旅にまつわる本です。
旅行ガイドとしてみなさんおなじみの「るるぶ情報版」、「まっぷるマガジン」。

またポケットサイズの「楽楽」シリーズも旅のお供に最適です。
その地に行った気分を味わえる本として、日本や世界各地の美しい風景を紹

介する「ワンダーランドspot５０」や日本のパワースポットを取り上げた「日本の
大聖地」があります。さらに「ユネスコ世界遺産」シリーズや「写真集シルクロード」
シリーズも見る人たちに海外の素晴らしいイメージを与えてくれます。

読み物では、旅情ミステリーの代表である内田康夫「浅見光彦」シリーズ、西
村京太郎「十津川警部」シリーズ、梓林太郎「茶屋次郎」シリーズなどがあり、全
国各地の観光地で起こる殺人事件を解決します。他にも「御師 弥五郎」（西條
奈加）、「旅屋おかえり」（原田マハ）、「聖家族」（古川日出男）など、旅を題材に
さまざまな人間模様を描いた小説は数多くあります。
エッセイでは「百の旅 千の旅」（五木寛之）、「人生の旅をゆく」（よしもとばなな）、

紀行文では「隅の風景」（恩田陸）、「寂聴中国再訪」（瀬戸内寂聴）、「あやしい探検
隊 北海道物乞い旅」（椎名誠）、「辺境・近境」（村上春樹）、「女流阿房列車」（酒井
順子）などがあり、児童向けには「ガリバー旅行記」（スウィフト）、「宝島」（スティー
ブンソン）、「西遊記」（呉承恩？）など、読むとその場所に行ってみたくなるよう
な本がたくさんあります。
どこか行きたい、そう思ったらまずこうした旅の本を読んで、旅のイメージ

を膨らませてみてはいかがでしょうか？

「西 遊 記」
中国は唐の時代（７世紀）を舞台にした僧侶・三蔵法師が白馬・玉龍に乗っ

て孫悟空、猪八戒、沙悟浄の３人のお供とともに天竺（インド）を目指す冒険
物語。唐の時代にインドに渡り、仏教の経典を持ち帰った僧侶・玄奘三蔵の
地誌『大唐西域記』をもとにしています。
日本では、中国は明代（１６世紀）に呉承恩が著したといわれていますが、中

あらわ

国では清の時代（１７世紀）に丘長春という人物が作者であるとされ、呉承恩が
作者であるという説は２０世紀に入り、作家・魯迅（「阿Ｑ正伝」）が提唱したも
のです。しかし今日に至るまで、作者が誰なのか結論は出ていません。

ＢＯＯＫトリビア

新 刊 書

● ああ父よああ母よ 加賀乙彦

● 愛の夢とか 川上未映子

● アニバーサリー 窪美澄

● 天翔る 村山由佳

● 閻魔の世直し 西條奈加

● かんかん橋を渡ったら あさのあつこ

● 銀行支店長、走る 江上剛

● 五二屋傳蔵 山本一力

● 心 姜尚中

● サクラ秘密基地 朱川湊人

● ジヴェルニーの食卓 原田マハ

● シュンスケ！ 門井慶喜

● 常在戦場 火坂雅志

● 正義のセ ２・３ 阿川佐和子

● 大迷走 逢坂剛

● つくもがみ、遊ぼうよ 畠中恵

● つばさのおくりもの 小川糸

● 手のひらの砂漠 唯川恵

● 鳥と雲と薬草袋 梨木香歩

● はだかんぼうたち 江國香織

● 幻坂 有栖川有栖

● 見上げた空の色 宇江佐真理

● 天皇の刺客 澤田ふじ子

● 女神の嘘 井上尚登

● 幸村去影 津本陽

● ４５° 長野まゆみ

● 来世は女優 林真理子

● リボン 小川糸

● 私だけのふるさと

● 私の嫌いな探偵 東川篤哉

新刊児童図書

● オズ はじまりの戦い ルドニック

● オバケたんてい 藤江じゅん

● 紙の王国のキララ 村井さだゆき

● 世界を変えた建物 パクスマン

● とっておきの標語 村上しいこ

● トランプおじさんと家出してきたコブタ たかどのほうこ

● ほんをよむのにいいばしょは？ ゲンメル

● まゆとうりんこ 降矢なな

● ゆけ！ウチロボ！ サトシン

● 竜が呼んだ娘 柏葉幸子

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
今
月
の
３
冊

『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』
村上春樹

死ぬことだけを
考えている大学生・
多崎つくる。そん
な彼にとって、駅
をつくることは心
を世界につなぎと
めておくための営
みだった。あるポ
イントまでは…。
２０１３年の話題作が

ついに町立図書館へ。

『ほっかいどう１００の道』

通ってみた
い道、思い出
の道、後世に
残したい道な
どなど、道内
の道１００本を、

それぞれの道が持つ歴史
や地域の人々の思いを、斬
新な写真とともに伝える。
現場を楽しむための情報
も紹介する。

『なにこれ！？北海道学』
池田貴夫

落花生をま
くのは北海道
だけ？たくちゃ
ん貯金箱はお
宝アイテム？
行事、食文化、

生活用品など、著者が北
海道に来て「何これ？」と
思ったものを取り上げ、
ディープな北海道へと誘う。

移動図書館車
「いちい号」
巡回予定

宇園別

小学校

１２：４５～１３：１０

５月２２日（水）

６月５日（水）

柏寿園

町営住宅横

１３：４０～１４：００

５月２３日（木）

６月６日（木）

当 麻

小学校

１２：５０～１３：２０
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み
ん
な
の
広
場

■
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
広
報
係（
緯
８
４
・
２
１
１
１
）

こ
の
広
場
は
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
。
ご
投
稿
・
情
報
提
供
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
広
場

■
次
回
の
執
筆
は
窪
紗
奈
江
さ
ん（
伊
香
牛
１
区
）で
す
。

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み
（
敬
称
略
）

（
平
成

年
３
月

日
～
４
月

日
届
け
出
分
・

２５

２１

２０

町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
を
掲
載
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う
（
あ
か
ち
ゃ
ん
・
住
所
・
性
別
・
父

ま
た
は
母
＝
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

・
池
沢

リ
り
よ
う

雅
ち
ゃ
ん（
４
南
３
・
男
・
司

）

が

・
金
子
陽ひ

日び

生
ち
ゃ
ん（
３
西
３
・
男
・
茂
樹
）

き

・
浦
谷

笙
し
よ
う

真
ち
ゃ
ん（
３
西
４
・
男
・
雅
之
）

ま

・
稲
田
ひ
め
の
ち
ゃ
ん（
中

４
・
女
・
優

）

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
）

・
古
川

重
利
さ
ん（
北

１
・

歳
）

９１

・
水
口

泰
男
さ
ん（
東

１
・

歳
）

６５

・
久
坂

守
一
さ
ん（
中

３
・

歳
）

８４

・
森
脇

顕
一
さ
ん（
中

３
・

歳
）

７８

・
保
毛

忠
男
さ
ん（
北

２
・

歳
）

１００

・
坂
本
真
智
子
さ
ん（
中

７
・

歳
）

５９

俳

句
長
谷
川

信

子

ラ
ン
ド
セ
ル
未
来
を
詰
め
て
子
等
駆
け
る

林

明

子

春
の
日
に
つ
ら
れ
て
散
歩
の
距
離
延
ば
す

佐

藤

忠

巣
立
つ
孫
老
い
の
目
潤
む
卒
業
式

岩

渕

真
理
子

春
彼
岸
雪
多
く
し
て
墓
碑
見
え
ず

佐

藤

栄

子

雪
解
け
の
人
目
離
さ
ず
飲
む
烏

か
ら
す

河

村

久

子

雪
の
果
て
お
天
道
様
に
は
適
い
ま
せ
ぬ

川

柳
大

野

直

之

図
書
館
に
脳
の
目
減
り
を
足
し
に
行
く

榎

本

チ

ヨ

感
動
を
受
け
て
幸
せ
人
そ
だ
つ

林

義

明

雪
解
け
に
一
喜
一
憂
す
る
田
畑

「
と
う
ま
」

今
橋
愛
美
（
伊
香
牛
１
区
）

私
は
２
歳
頃
に
当
麻
町
に
越
し
て
来
ま
し

た
。

年
ほ
ど
当
麻
に
住
ん
で
ま
す
。

２０
当
麻
は
、
美
味
し
い
米
や
野
菜
が
あ
り
自

然
も
恵
ま
れ
て
い
て
と
て
も
豊
か
で
す
。
毎

日
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

当
麻
で
生
活
し
て
い
て
幸
せ
だ
と
感
じ
ま
す
。

中
で
も
、
一
番
幸
せ
だ
と
感
じ
る
事
は
友

達
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

小
学
生
の
時
は
同
級
生
が
６
人
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
何
を
す
る
時
で
も
一
緒
だ
っ

た
の
で
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
り
、
人
数
も
増
え
小
学
生
の

時
と
は
大
き
く
違
い
と
ま
ど
い
や
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
み
ん
な
と
打

ち
解
け
吹
奏
楽
部
に
も
入
部
し
新
し
い
中
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

体
育
祭
や
学
校
祭
な
ど
の
行
事
で
は
、
ク

ラ
ス
み
ん
な
が
団
結
し
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
３
年
生
の
時
に
は
演
劇
公
演
も
あ

り
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
学
年
全
員
が
団
結

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
は
休
み
も
な
く
毎
日
練
習
し
、

何
度
も
何
度
も
辞
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
が

仲
間
に
助
け
ら
れ
続
け
て
き
た
結
果
、
３
年

連
続
北
海
道
大
会
に
出
場
、
全
国
大
会
に
は

２
年
連
続
出
場
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
、
同
級
生
・
先
輩
・
後
輩
・

先
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
で
も
当
麻
の
み
ん
な
と
は
集
ま
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
最
高
の
仲
間
が
い

る
の
は
当
麻
町
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
当
麻
町
民
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
も
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

・
古
川

幸
雄
さ
ん

（
北

１
）

３
万
円

・
佐
藤

利
花
さ
ん

（
３
西
３
）

１
万
円

・
水
口
ト
シ
子
さ
ん

（
東

１
）

３
万
円

・
久
坂

京
子
さ
ん

（
中

３
）

３
万
円

・
保
毛
万
寿
男
さ
ん

（
北

２
）

３
万
円

・
森
脇

敦
史
さ
ん

（
中

３
）

３
万
円

◆
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と

し
て
町
に（
３
月
分
）

・
坂
本

陽
子
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

・
田
口

龍
司
さ
ん（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

・
小
高

晴
雄
さ
ん（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

・
杉
山

隆
嘉
さ
ん（
千
葉
県
船
橋
市
）

・
石
川
と
し
子
さ
ん（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

・
村
上

淳
一
さ
ん（
静
岡
県
静
岡
市
）

・
野
田

慎
彦
さ
ん（
愛
知
県
一
宮
市
）

・
原
品

一
夫
さ
ん（
千
葉
県
柏
市
）

・
原
品
美
代
子
さ
ん（
千
葉
県
柏
市
）

・
高
橋

雄
一
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

・
椎
名

尚
文
さ
ん（
札
幌
市
）

・
原
田

祥
平
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

・
板
橋

俊
雄
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

・
西
澤
可
奈
絵
さ
ん（
札
幌
市
）

・
畠
山

正
明
さ
ん（
札
幌
市
）

※
ほ
か

人
の
匿
名
様
よ
り
寄
附
い
た
だ
き

３１

ま
し
た
。

◆
社
会
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て
社
協
に

・
当
麻
国
際
交
流
協
会
か
ら
７
千

円
２６

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

燕
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13 ’2013.５月号

○絵本・ＤＶＤの貸し出し
開館日であればいつでも利用できます。午前９時から

午後５時まで。貸し出し期間は２週間です。
・絵 本～１回５冊まで ・ＤＶＤ～１回２枚まで
○子育て相談

開館日であればいつでも相談に応じます。午前９時か
ら午後５時まで。
・来所相談 事前に電話をお願いします。
・電話相談 緯８４－５４４０へお電話ください。

■問い合わせ先

子育て支援セン

ター「たっち」（子育

て総合センター内・

緯８４－５４４０）

※ご来園の際は、ス

ポーツセンターま

たはテニスコート

横の駐車場をご利

用ください。

○わくわく教室 午前９時３０分から１１時３０分まで

内 容開 催 日

ダンボールあそび５月１５日（水）

大きな紙にお絵かきしよう（汚れても良

い服装でお越しください）
５月２２日（水）

おまつり製作６月５日（水）

晴天時／図書館へ行こう（図書館バス見学）

荒天時／ちぎってはろう
６月１２日（水）

○「よちよち教室」（１歳児対象） 午前９時３０分から１１時３０分まで

内 容開 催 日

傘袋であそぼう５月１０日（金）

晴天時／公園であそぼう

荒天時／新聞あそび
６月１４日（金）

○「ましゅまろ教室」（０歳児対象）
午前１０時から１１時３０分まで

６月７日（金）５月１７日（金）開 催 日

○「あそびの広場」（プレイルームの開放）
午前１０時から１１時３０分まで

６月１０日（月）５月２７日（月）５月１３日（月）開 催 日

○特別行事のお知らせ

内 容開 催 日

事故予防について
講 師 消防署職員
場 所 子育て支援センター
託 児 あり
締切り ５月１５日（水）

５月２０日（月）
１０時～

１１時３０分

春のバス遠足
行き先 晴れ／クリスタルパーク

雨 ／コロポックル
集 合 子育て総合センター
持ち物 タオル、着替え、飲み物
締切り ５月２２日（水）

５月２９日（水）
９時２０分～

１２時

平
成

年
４
月
の
児
童
福

２４

祉
法
改
正
に
よ
り
０
～

歳
１８

の
発
達
支
援
に
関
す
る
事
業

が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
か

ら
児
童
福
祉
法
へ
と
移
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

相
談
支
援
事
業
と
発
達
支
援

事
業
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
支
援
の
専
門
性

が
よ
り
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

上
川
、
愛
別
、
比
布
、
当
麻

の
４
町
で
は
、
法
改
正
の
あ
っ

た
同
月
よ
り「
当
麻
町
児
童
相

談
支
援
事
業
所
」を
当
麻
町

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
し
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
本
年
４
月
か

ら
は
相
談
支
援
専
門
員
の
配

置
が
２
人
と
な
り
、
児
童
に

対
す
る
相
談
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

成
長
や
育
ち
に
対
す
る
不

安
や
悩
み
を
来
所
相
談
、
電

話
相
談
、
家
庭
訪
問
を
通
し

て
、
一
緒
に
解
決
に
向
け
て

考
え
、
も
っ
と
も
適
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
機
関
や
制
度

の
紹
介
、
さ
ら
に
見
学
や
話

を
伺
う
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
ご

自
身
が
決
定
、
選
択
し
や
す

い
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
学
校
等
に
定

期
的
に
お
邪
魔
し
て
、
保
護

者
の
方
や
先
生
方
に
対
す
る

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
や
育
ち
に

つ
い
て
の
悩
み
は
考
え
出
す

と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

さ

さ
い

溜
め
た

て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
膨
ら

ふ
く

ん
で
し
ま
い
ま
す
し
、
一
人

で
考
え
て
い
る
と
目
の
前
に

い
る
わ
が
子
や
自
分
自
身
の

良
い
所
に
も
気
づ
け
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

誰
か
に
話
す
こ
と
で
気
持

ち
の
整
理
を
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
違
っ
た
視

点
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
麻
町
児
童
相
談
支
援
事
業

所
で
は
、
お
子
さ
ん
や
家
族

の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
向
き

合
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
所
時
間
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時

分
か

３０

ら
午
後
５
時

分
。
事
前
に

１５

連
絡
を
い
た
だ
き
、
相
談
や

訪
問
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

利
用
ご
希
望
の
場
合
は
、

当
麻
町
児
童
相
談
支
援
事
業

所（
緯
８
４－

５
４
４
０
ま
た

は
５
４
４
５
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今月のお話は

「児童相談支援事業所って

どんなところ？」

問い合わせ先■母子通園センター
ぽっかぽか教室（緯84-５４４５）

こんにちは、●

ぽっかぽか教室です
151

※参加される方は事前にお申込みください。
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15 ’2013.５月号

農 林

大切な森林を火災から守りましょう

春から初夏へ向かうこの季節は空気が乾燥し、風の強

い日が多く林野火災の発生が心配される時期です。町で

は、林野火災の危険期間を次のように定めています。

この期間中における火の取り扱いには、十分注意をし

てください。特に山菜採り、魚釣りなどの入林者による

たばこなどの火の不始末が原因の火災が心配されます。

林野火災を防ぐため、次のことに注意しましょう。

①たばこの吸殻やマッチの投げ捨ては絶対にやめましょう。

②山ぎわでのあぜ草の焼却は交通障害などの発生原因に

なるとともに、環境保護の立場からも行わないように

しましょう。

町民一人ひとりが山を愛す

る心を持ち、かけがえのない

森林を火災から守りましょう。

■問い合わせ先

農業合同事務所（ＪＡ当麻２階）

農林課林務係（緯８４－２１２３）

■林野火災危険期間 ４月２２日から６月３０日まで

■林野火災予防強調期間 ４月２２日から５月３１日まで

ヒグマに注意しましょう

野山にも春が訪れ、冬眠から覚めたヒグマが活動する

季節となりました。食料の乏しいこの時期、山菜採りや

レジャーなどで山に入る方は次のことに十分注意してく

ださい。

■野山に入る前に ヒグマの出没看板がある場所は立ち

入りを避けましょう。また、イヌを連れての立ち入り

はヒグマを興奮させることがあり危険です。

■クマに出会わない工夫を 単独行動は人とクマの双方

で気づくのが遅れ、危険な状況になる場合があります

ので集団での行動を心がけましょう。また、鈴を携行

したり見通しの悪い場所では大きな声を出すなど、人

の存在を早めにクマに知らせる工夫をしましょう。ほ

とんどのクマは、人の存在に気がつけば自ら遭遇を避

けるといわれています。

■子グマに遭遇したら 近くに母グマがいますので、絶

対に子グマを保護収容することなく、すみやかにその

場から離れてください。

■野山での飲食は においの強い食べ物はクマを引き寄

せる場合がありますので控えましょう。また、ゴミは

必ず持ち帰りましょう。ごみの味と匂いを覚えたクマ

は、これらの魅力的な食べ物を得ようとして、危険な

行動をとる可能性があります。

■問い合わせ先

農業合同事務所（ＪＡ当麻２階）農林課林務係

（緯８４－２１２３）

林
野
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

（
加
納
う
と
わ
さ
ん
）

観 光

子育て応援チャレンジ☆ 当麻町の小学生のみなさん「観光施設無料パス」をご利用ください！

「子どもたちに思いきり体を使って大空の下、気軽にフィールドアス

レチックで遊んでもらうことはできないでしょうか」。町民の方から寄

せられたご意見です。

当麻町では、貴重なご意見について検討。子どもたちの健やかな成長

を願い、当麻町内の小学校に通学する児童のみなさんへ学校を通じ、観

光施設すべてを無料で利用できる「観光施設無料パス」を今年度、初めて

お渡しさせていただきました。

当麻町に元々あるすばらしい施設や資源をいかしたアイデア、子育て

応援チャレンジ「観光施設無料パス」。にぎやかな笑い声が、観光施設に

広まりそうです。

■「観光施設無料パス」で無料利用できる施設

当麻鐘乳洞・フィールドアスレチック・フィールドボール場・パピヨンシャトー・ヘルシーシャトー

※当麻町内の小学校に通学する児童のみが対象です。

※使用できる期間は券を配布する年度内の施設ごとの営業日です。

※「ヘルシーシャトー」、「フィールドボール場」は、児童のみでの利用はできません。大人の方の同伴が必要です。

■問い合わせ先 総務企画課商工観光係（緯８４－２１１１内線２２１・２２２）

ｏ

ｑ
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「野焼きは犯罪!」法律で禁止されています

野外焼却（野焼き）の禁止

廃棄物を簡易焼却炉・穴などで焼却すること（野焼き）

は法律で禁止されています。野焼きは、煙・すす・悪臭

などにより、近隣住民に迷惑をかけるばかりではなく、

有害物質を発生させ、人の健康や生活環境への影響が懸

念されます。また、火災の原因にもなりますので、絶対

に行わないでください。

■罰則規定 ５年以下の懲役もしくは、１,０００万円以下の

罰金または、この併科

野焼きの通報と防止に協力を！

町では、定期的に巡回パトロールを行っていますが野

焼きを未然に防ぐには、町民みなさんの協力が必要です。

野焼きを発見したときは、所在地や状況などについて役

場にお知らせください。一人ひとりの心づかいで環境を

大切にしましょう。

■問い合わせ先

税務住民課環境生活係

（緯８４－２１１１内線１１５）

正しいマナーで犬の散歩を行いましょう

犬のフンに関する苦情が多く寄せられています。正し

いマナーを心がけ、犬の散歩を行ってください。

■犬を散歩させるときのマナー

・犬を散歩させる時は、周囲の人に不快な気分にさせな

いように注意する

・フンを持ち帰るためのビニール袋やティッシュペーパー

などを用意し、フンの後始末を必ず行う

・他人の家の前で、排せつさせないことも大切なマナー

・散歩させる時には、リードをはずさないようにする

■放置したフンが及ぼす影響

・悪臭やハエの発生源となります

・放置したフンにより、犬どうしの伝染病や寄生虫の感

染源にもなります

・人へのエキノコックス症等の感染源にもなります

※フンを放置する悪質な飼い主

には、軽犯罪法により、罰則

の対象となる場合もあります

ので、必ずフンの後始末をし

てください。

■問い合わせ先

税務住民課環境生活係

（緯８４－２１１１内線１１５）

環 境

「上川中部こども緊急さぽねっと」事業について

町では旭川市および近郊の町と共同で、仕事と育児の

両立を支援するため、子どもの病気時や急な仕事が生じ

たときなどに子どもを預かる「上川中部こども緊急さぽ

ねっと」事業を実施しています。

■事業内容

・子どもの急な発病で保育園に預けられないなど、病

児・病後児の預かり

・緊急を要する子どもの預かり（保育園などへの急な送迎、

一時預かりなど）

・急な出張などによる宿泊の預かり

■子どもを預けたい方「利用会員」

・当麻町に在住の方で、０歳から小学校６年生以下のお

子さんのいる方

・利用については事前に会員登録が必要

■利用時間・料金

・登録料・会費ともに無料

・交通費、食事代、おやつなど実費分は別途必要

■子どもを預かる「スタッフ会員」の募集について

・当麻町に在住の育児や保育に理解と熱意のある健康な方

※資格は特に必要ありませんが、旭川ＮＰＯサポートセ

ンターが実施する「スタッフ会員研修」を受講していた

だきます。受講料は無料です。研修内容については問

い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先

上川中部こども緊急さぽねっと

（旭川市２条通８丁目２条ビル３階「旭川ＮＰＯサポー

トセンター」内、緯＆ＦＡＸ ともに２６－７７７１）

※月曜日～金曜日・午前９時～午後５時まで受け付けます。

子 育て

利用料金利用時間

１,０００円／１時間７時３０分～１８時
病児・病後児

預かり

一般の預かり
１,２００円／１時間１８時～２３時

３歳以上１０,０００円

３歳未満１２,０００円

保育園・学童終了時から

登園・登校時まで
宿泊

開催場所開始時間研修日程

市民活動交流センター

「ＣｏＣｏＤｅ」

（旭川市宮前通東）

午前１０時～

５月２９日・３１日・

６月３日・５日・

７日・１２日
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精神保健相談・こころの健康相談について

上川保健所では、「こころの健康に関する困りごとを抱

える方」や「ご家族の方」を対象として、精神科医師・保健

師による健康相談を行っています。相談時の秘密は厳守

しますので安心してご相談ください。

■精神保健相談（精神科医師による相談）

予約制です。相談開始時間などをお知らせしますので、

開設日の２日前までにご連絡ください。

・平成２５年度日程

６月～平成２６年３月の毎月第２水曜日

・時間 午後１時３０分から４時まで

・場所 上川保健所

・費用 無料

■こころの健康相談

保健師が電話・面接で相談を受けます。相談の日時は

毎週月曜日から金曜日、午前８時４５分から午後５時ま

でです。

■問い合わせ先

上川保健所子ども・保健推進課精神保健福祉係

（旭川市永山６条１９丁目上川合同庁舎内緯４６－５９９２）

福 祉

○こころの悩みについて

・人と会わずに閉じこもっている

・アルコールに関する問題で困っている

・統合失調症やうつ病などの精神的な病気かどうか知

りたい

・眠れない、イライラする

・子どもの不登校、過食、拒食が心配

・高次脳機能障がい（頭部外傷や脳血管疾患等の後遺

症による記憶障がいなど）で困っている

・物忘れがひどくなった

・事故や災害、犯罪の被害にあった後に眠れない

不安感が続くなどで困っている など

○こころの病気に関する情報紹介

・退院したけれど、これからどうしたら良いだろう

・治療や日常生活について相談したい

・家族の集まりの紹介 など

精神保健福祉集いの場

『楽ちんぷれいすＴＵＢＵ庵』
つ ぶ

町では、さまざまな体験をとおして、障がいをもつ方

同士の交流や仲間づくり、 病気や生活上の悩みを気軽に

相談できる場として、年４回の予定で精神保健福祉の集

いの場『楽ちんぷれいすＴＵＢＵ庵』を開催します。

ご家族の方の相談や参加もお待ちしています。

■日時 ６月２７日、９月１９日、１２月１９日、平成２６年２月

２７日、いずれも午後１時３０分～３時

■場所 保健福祉センター

■内容 茶話会、簡単な調理実習、手工芸、レクリエー

ションなど

■問い合わせ先 健康福祉課健康推進係

（緯８４－２１１１内線１６２・１６３・１６４）

楽しみや自標を
見つけたい

一人で悩まず、話してみませんか？
お気軽にお問い合わせください

話し合える
仲間がほしい

生活の場を
広げたい

悩みを聞い
てほしい

障害年金無料相談会のご案内

障害年金支援の会では、５月２５日（土）に旭川市障害者

福祉センター「おぴった」（旭川市宮前通東４１５５-３０）で、

社会保険労務士による障害年金無料相談会を行います。

心の病、難病、がん、その他の障がいや病気をおもちで、

「自分は受けられないかも」と思われている方も、ぜひ一

度ご相談ください。

■無料相談会申込方法

５月２４日（金）までに予約をお願いします。予約申込先

は社会保険労務士の皆川（緯５３－８１１５、ＦＡＸ５９－

２２３１／旭川市春光台２条３丁目４番２５号）

相 談

動画でマチの元気・笑顔・挑戦を発信中！
とうま

当麻町 チャンネルZpvUvcf
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東日本大震災義援金としてたくさんの善意

町民みなさんから、東日本大震災義援金としてたくさ

んの善意をいただきました。ありがとうございました。

■問い合わせ先 健康福祉課内日本赤十字社当麻分区

（緯８４－２１１１内線１４４）

日赤当麻分区からのお知らせ

日本赤十字社では、災害救護活動・国際救援活動・救

急法等講習事業・血液事業・医療事業などのさまざまな

事業を展開しています。

東日本大震災におきましては、義援金の受付口として

の役割をはじめ、被災地での医療救護、こころのケア、

災害救援物資の配付等、多岐にわたる活動を実施してい

るところです。

これら日赤の事業は、みなさんの善意であります事業

資金（社資）によって支えられています。今年度も例年ど

おり町内会を通じて募集を行っていますので、ご支援、

ご協力をお願いします。

■平成２４年度の募集実績

■問い合わせ先 健康福祉課内日本赤十字社当麻分区

（緯８４－２１１１内線１４４）

特別人権相談所を開設します

６月１日は、全国人権擁護委員連合会が「人権擁護委

員の日」と定めており、旭川人権擁護委員協議会では特

別人権相談所を開設します。家庭内の問題（夫婦・親

子・結婚・扶養・相続など）、借地借家の問題、隣近所

とのもめ事、学校でのいじめなどでお困りの方はお気軽

にご相談下さい。相談は無料。秘密は固く守ります。

■日時 ６月１日（土）・午後１時３０分～４時３０分

■場所 農村環境改善センター１階 第２会議室

■相談員 人権擁護委員

■問い合わせ先 健康福祉課福祉係

（緯８４－２１１１内線１４２・１４３・１４４）

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間のボラ

ンティアです。当麻町では３人の委員が委嘱され、人権

福 祉

日本赤十字社東日本大震災義援金（３月３１日現在）

総額 ４,１２７,４１１円（１２１件）

赤い羽根共同募金東日本大震災義援金（３月３１日現在）

総額 ３,２５１,２０１円（１１８件）

達 成 率実 績 額目 標 額

１４５.８％１,１７２,０００円８０４,０００円

相談に応じる活動を行っています。

■当麻町の人権擁護委員（平成２５年４月１日現在）

土橋 章一 ４条西３丁目２０番１６号 （緯84－4004）

髙谷 博之 北星１区 （緯84－3870）

高数後征雄 ４条東２丁目１２番２７号 （緯84－4416）

農林/観光/健康福祉/相談/子育て/環境融雪槽/農業/国民年金/火災・救急/福祉/商工/試験

平成２５年度調理師試験の実施について

■試験日時 ８月２９日（木）・午後１時３０分～４時

■試験地 旭川市内（会場は受験票にてお知らせします）

■受験資格 ５月２４日現在、２年以上調理の業務に従事

した者（業務に従事した施設、パート・アルバイトで従

事した場合の勤務日数等の規定がありますので、詳細

についてはお問い合わせください）。

■受験願書受付

・受付場所 上川保健所子ども・健康推進課健康増進係

（旭川市永山６条１９丁目上川合同庁舎内）

・受付期間 ５月１３日（月）から２４日（金）まで

※郵送の場合は５月２４日（金）の消印有効。書類に不備が

あった場合は受験できませんので、ご注意ください。

■提出書類

①調理師試験受験願書（保健所などで配布しています）

②調理師試験受験者整理カード ③入力通知書 各１部

■受験手数料 ６,７００円（北海道収入証紙を受験願書に貼付）

■ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/

kth/kak/tkh/sikaku/chourishi-shiken-hom.htm

■問い合わせ先 上川保健所子ども・健康推進課健康増進係

（緯４６－５９８８≪係直通≫）

試 験

当麻町住宅建設資金融資制度のご案内

平成２６年３月３１日までに町内の建築業者で家を建てる

と、３００万円まで無利子融資を受けることができます。

■融資対象

町内の建築業者に発注して、町内に住宅を新築した方

※「町内の建築業者」とは、当麻町商工会の会員で町内に

本社のある業者です。詳しくは当麻町商工会にお問い

合わせください（緯８４－２３２５）。

■融資内容 ・融資限度額３００万円 ・融資利率 無利子

・償還期間 １５年以内 ・連帯保証人 ２人

■問い合わせ先 総務企画課まちづくり推進室商工観光係

（緯８４－２１１１内線２２１・２２２）

商 工
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当麻町融雪槽等設置事業補助受付について

町では、冬の克雪対策と住環境の改善を図るため、融

雪設備を設置する個人および町内の事業者に補助を行っ

ています。

■補助の内容

・個人および事業者が設置する場合

→事業費の１／２以内（限度額２０万円）

・２戸以上の共同で設置する場合

→事業費の２／３以内（限度額３０万円）

■対象となる融雪設備 ・融雪槽・融雪機（移動可能な

ものを除く）・ロードヒーティング

■補助基数 ６基以内で希望者が多数の場合は抽選。満

たない場合は随時受付

■申込受付

・受付期間 ６月３日（月）から２８日（金）まで

・受付場所 建設水道課管理係

・必要書類 補助金交付申請書および図面、見積書の写し

■問い合わせ先

建設水道課管理係（緯８４－２１１１内線１８６・１８７）

融 雪槽

農 業

もみ殻貯蔵タンクの導入を支援します

町では、もみ殻のバイオマス資源としての活用と、煙

を出さない環境に配慮した営農を推進するため、もみ殻

貯蔵タンクの設置補助を次のとおり行います。

導入をお考えの方は、５月２３日（木）までにご連絡くだ

さい。

■補助対象者 町内で意欲的に水稲生産に取り組む農業

経営体で、町税等の未納がない方

■補助の基準 １経営体について１台の導入を補助対象

とします。なお、設置にあたっては、関係法令を遵守

することとし、導入に付随した送風機・ダクト等の付

帯設備の設置は補助の対象外

■補助金の額 設置費用の４分の１以内（千円未満の端

数は切り捨て）とし、３０万円が補助金の限度額

■詳細・問い合わせ先 農業合同事務所（ＪＡ当麻２階）

農林課農政係（緯８４－２１２３）

国民年金任意加入制度について

国民年金任意加入制度は、やむを得ない理由により過

去に納められなかった期間がある場合や、国民年金に加

入していない期間があるなど満額の年金を受け取ること

ができない方が、ご本人の申し出により任意で国民年金

に加入することができる制度です。

■対象となる方 下記の①～③全ての条件を満たす方

①日本国内に居住する６０歳から６５歳未満の方

②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方

③２０歳から６０歳までの年金保険料の納付月数が４８０ヵ月

未満の方

※日本人で海外に居住する２０歳から６５歳未満の方、老齢

（退職）年金受給権を有する６０歳未満の方についても任

意加入することができます。また、昭和４０年４月１日

以前に生まれた方で、６５歳まで加入しても年金の受け

取る権利がない方は７０歳まで加入できる「特例任意加

入制度」もあります。

■平成２５年度の保険料

・定額保険料 月額１５,０４０円

・定額＋付加保険料 月額１５,４４０円

■保険料の納付方法

原則として口座振替により納めていただくことになり

ます。口座振替には、「前納」と「早割」の割引制度があ

りますので、加入時にお問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み先

・旭川年金事務所（緯２７－１６１１）

・税務住民課戸籍年金係（緯８４－２１１１内線１１７・１１８）

国 民年金

火災・救急出動状況(平成25年中)

〈４月中火災出動〉
０ 件月 合 計
０ 件累 計

〈４月中救急出動〉

２２ 件（ ２２ 人）急 病
５ 件（ ４ 人）一般負傷
０ 件（ ０ 人）交 通
５ 件（ ５ 人）そ の 他

３２ 件（ ３１ 人）月 合 計
１２２ 件（１１０ 人）累 計

（ ）内は搬送人員

交通事故状況(平成25年累計・４月末現在)

０ 件人身
発生件数当

麻

町

６ 件物損
０ 人死 者 数
０ 人傷 者 数

３９ 人道内での死者数
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土 Saturday金 Friday木 Thursday水 Wednesday火 Tuesday月 Monday日 Sunday

1110
・少年ふるさと教室・開町記念日

・広報「我が郷土」発行日

18171615141312
・医科診療所午前診療・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・医科診療所午後休診

・声かけ・あいさつ

運動の日

・イチイ学園

・道民交通安全日

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

25242322212019
・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・当麻町交通安全日

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・当麻中学校開校記念日・道民家庭の日

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

6／1313029282726
・医科診療所午前診療

・宇園別小学校開校

記念日

・全国交通安全日

・公営住宅等使用料

納入期限

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・心配ごと相談日・当麻中学校体育大会

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

8765432
・少年ふるさと教室・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・乳児健診

保セ１３：００～

・１歳６カ月児健診

保セ１４：３０～

・医科診療所午後休診

・心配ごと相談日

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・声かけ・あいさつ

運動の日

・危険物安全週間

（８日まで）

・当麻小学校大運動会

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

1514131211109
・医科診療所午前診療

・道民交通安全日

・国民年金、厚生年

金支払日

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・３歳児健診

保セ １３：００～

・全町ゲートボール大会

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

・リハビリ器具開放日

保セ９：００～１１：３０

・広報「我が郷土」発行日・宇園別地区大運動会

・郷土資料館開館日

（９：００～１７：００）

※町立診療所では月～金曜日は１日診療（第１・３水曜日は午前中のみ診療。第２・４水曜日の午後の診療は午後２時30分から）。
第１・３土曜日は午前中のみ診療。
※場所の表示は次のとおり省略しています。 保セ＝保健福祉センター

マイタウンＤＩＡＲＹ
ダ イ ア リ －
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※掲載の赤ちゃんは４月3０日現在で当麻町に住民票のある平成24年４月生まれの子どもたちです（町広報撮影）。
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今月の表紙写真「宇園別小学校入学式」

世帯数女男総人口
3,072（4）3,775（-13）3,256（-2）7,031（-15）

「
無
趣
味
が
趣
味
と
い
う
理わ

由
」
け

113

た
ま
ま
で
あ
る
。

反
面
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
嫌
い
な
も
の
は
な
い
。

観
戦
ス
タ
イ
ル
は
激
情
型
で
あ
り
、

熱
戦
に
は
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
力
が
入
っ

て
し
ま
う
。

プ
ロ
野
球
は
取
り
分
け
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
党
。
勝
利
の
戦
い
は
、
ど
ん
な
に

大
差
が
つ
こ
う
と
最
後
ま
で
見
届
け
、

逆
に
敗
戦
色
濃
い
試
合
で
は
、
途
中
で

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り
替
え
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
で
は
な
く
、

単
な
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン
な
の

で
あ
る
。

音
楽
鑑
賞
も
い
い
。

青
春
時
代
は
フ
ォ
ー
ク
一
辺
倒
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
幅
は
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
か
ら
演
歌
ま
で
広
ま
っ
て
し

心
の
中
が
と
て
も
豊
か
に
な
る
空
間

が
あ
る
。

我
が
家
の
本
棚
に
は
、
時
間
が
で

き
た
ら
読
み
返
し
て
み
た
い
本
が
、

先
を
競
っ
て
並
ん
で
い
る
。

絵
や
書
を
見
て
ま
わ
る
時
は
、
気

持
ち
が
和
む
。
自
分
も
こ
ん
な
絵
が
画か

け
た
ら
、
こ
ん
な
字
が
書
け
た
ら
と
、

届
か
ぬ
夢
に
想
い
を
は
せ
る
。

孫
と
遊
ぶ
時
間
は
最
も
楽
し
み
の

一
時
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
も
っ
ぱ

ひ
とら

孫
に
遊
ば
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

思
い
つ
く
ま
ま
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

て
み
た
が
、
興
味
ば
か
り
が
先
走
り

や
は
り
趣
味
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の

は
無
い
事
に
気
づ
く
。

だ
か
ら
、
私
の
趣
味
は
結
局
無
趣

味
に
た
ど
り
着
い
て
し
ま
う
。

ま
っ
た
。
あ
わ
た
だ
し
い
生
活
を
離
れ
、

時
お
り
訪
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
楽
し

み
の
一
つ
。
幕
が
上
が
る
瞬
間
の
胸

の
高
鳴
り
は
、
い
ま
だ
青
春
の
呼
び

戻
し
で
あ
る
。

還
暦
を
境
に
カ
ラ
オ
ケ
の
世
界
を

知
っ
た
が
、
当
然
他
人
に
聴
か
せ
る

ひ

と

ほ
ど
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
。

好
み
の
土
地
を
訪
ね
歩
く
旅
は
、

新
た
な
世
界
へ
導
い
て
く
れ
、
古
く

て
新
し
い
風
景
と
い
い
湯
は
心
を
い

や
し
、
お
い
し
い
食
べ
物
は
明
日
へ

の
英
気
を
養
っ
て
く
れ
る
。

当
分
の
間
、
旅
と
は
す
っ
か
り
疎

遠
に
な
っ
て
い
る
が
、
仕
方
な
い
と

あ
き
ら
め
て
い
る
。

ブ
ラ
リ
本
屋
を
訪
ね
、
あ
て
も
な
く

本
を
探
し
求
め
る
時
間
が
大
好
き
だ
。

甬谷 結
ゆ

菜ちゃん
な

（中 ６）

野村 拓
ひろ

叶ちゃん
と

（中 ５）

菊川健一（きくかわ・けんいち）/当麻町長

本広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

髙島 心
こ

遥ちゃん
はる

（３西４）ちょっぴり緊張した面持ち
かわいらしい１人の新１年生

『心から愛し、心から大切に
お子様を預かり育てさせて
いただくことを誓います』

菊地校長先生のあたたかな
言葉と眼差しが会場を和ませる

ワクワク ドキドキ…
「ひなこ」ちゃんの
小学校生活スタートです☆




